
令和２年度　現地検討会実施状況 (エゾシカ対策）
2 国有林 69

自治体 36

森林所有者 0

事業体 2

研究機関 9

その他 5

合計 121 121

検討会名 開催月日 主催・共催 開催地 目的 内容 写真

国有林 23 名

自治体 名

森林所有者 名

事業体 2 名

研究機関 4 名

その他 名

合計 29 名

国有林 46 名

自治体 36 名

森林所有者 名

事業体 名

研究機関 5 名

その他 5 名

合計 92 名

出席者

エゾシカの立木食害等が

天然更新等に与える影響

調査事業 第1 回現地検討

会

9月14日～

15日
北海道森林管理局保全課

苫小牧市（国有林）

新冠町（国有林）

エゾシカの立木食害等が天然更

新等に与える影響を把握し、今

後の対応策等を検討すること

エゾシカの立木食害等が天然更新等に与える影響

について、11年間プロットを設けた調査を実施

し、エゾシカの食害について有識者と検討会を開

催していたところである。今年度は、苫小牧市と

新冠町にエゾシカの影響を排除した防鹿柵を設置

したプロットと対照区プロットを設置して、経年

による植生回復状況等を継続調査することとした

ところである。

この調査について、今後の調査方針等について北

海道森林管理局から説明をし、有識者から助言を

得たところである。助言の内容は継続調査に賛成

であり、さらなる調査区の拡大についても検討さ

れた。

大型囲いワナによるエゾ

シカ捕獲事業の現地見学

会

2月5日 胆振東部森林管理署 苫小牧市（丸山国有林）

道央圏で初めてとなる大型囲い

ワナによるエゾシカ捕獲事業を

報道関係者及び自治体関係者に

紹介するため

大型囲いワナによるエゾシカ捕獲事業は、道東地

域を中心に以前より実施しているが、道央圏で初

めて大型囲いワナによる生体捕獲を実施、ジビエ

利用の拡大に繋げる取り組む。また、職員による

くくりワナによるエゾシカ捕獲も実施しており、

猟具の貸し出しも含め取り組み内容等を紹介。

北海道森林管理局HP参照。

局担当者による説明

有識者からの助言


